
　
次
の
よ
う
な
ご
み
が
出
た
と
き
は
ち
ょ
っ

と
待
っ
て
!!
月
に
２
回
ず
つ
別
の
回
収
日
に

出
せ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

①
『
紙
製
の
容
器
と
包
装
紙
』

　
食
品
の
紙
製
容
器
や
包
装
紙
、
紙
袋
な
ど

②
『
古
着
・
新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・

紙
パ
ッ
ク
』

　
不
要
と
な
っ
た
雑
紙
類
（
ち
ら
し
・
プ
リ

ン
ト
・
事
務
用
紙
・
画
用
紙
な
ど
）
は
、
雑

誌
と
一
緒
に
束
ね
て
出
せ
ま
す
。

　
最
近
「
食
品
ロ
ス
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
人
が
食

べ
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
食
料
が
捨
て
ら
れ

る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
食
材
は
な
る
べ
く
必

要
な
分
だ
け
購
入
し
、
使
い
切
る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
市
内
飲
食
店
な
ど
で
の
食
べ
残
し

に
つ
い
て
も
、
そ
の
多
く
が
市
の
環
境
セ
ン

タ
ー
で
事
業
系
一
般
廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
外
食
す
る
際
も
食
べ
切
れ
る

分
を
注
文
す
る
よ
う
心
が
け
、
食
べ
残
し
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
飲
食
を
伴
う
会
合
や
宴
会
で
は
、
多
く
の

食
べ
残
し
が
あ
る
よ
う
で
す
。
開
宴
後
と
終

了
前
に
「
食
べ
き
り
タ
イ
ム
」
を
設
定
し
、

お
い
し
い
食
事
を
残
さ
ず
食
べ
き
り
ま
し
ょ

う
。

　
市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量

化
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ポ
ス
ト
、
微
生
物

（
Ｅ
Ｍ
菌
な
ど
）
に
よ
る
処
理
容
器
お
よ
び

電
気
式
な
ど
の
生
ご
み
減
量
化
機
器
を
購
入

し
、設
置
し
た
人
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
申
請
要
件
▼
次
の
①
〜
④
を
す
べ

て
満
た
す
こ
と

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住
し
て
い

る
人 ※

事
業
所
な
ど
は
除
く

②
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
利
用
に
よ
り
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

③
た
い
肥
化
さ
れ
た
生
ご
み
を
〝
た
い
肥
〞

と
し
て
自
家
処
理
で
き
る
こ
と

④
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
を
、
常
に
良
好
な

状
態
で
維
持
管
理
で
き
る
こ
と

　
補
助
金
額
▼
１
世
帯
あ
た
り
次
の
ア
ま
た

は
イ
の
い
ず
れ
か
１
基
で
、
購
入
日
か
ら
５

年
以
内
の
も
の

ア
生
ご
み
処
理
容
器

　
１
基
に
つ
き
、
購
入
額
の
２
分
の
１
の
額

※

上
限
３
千
円

イ
生
ご
み
減
量
化
機
器

　
１
基
に
つ
き
、
購
入
額
の
２
分
の
１
の
額

※

上
限
２
万
円

　
申
請
に
必
要
な
も
の
▼

１
　
家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
等
購
入
費
補

助
金
交
付
申
請
書

※

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
お
よ
び
環
境
課
で
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

２
　
次
の
記
載
の
あ
る
領
収
書
（
レ
シ
ー
ト

不
可
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
購
入
日

・
購
入
者
の
氏
名

・
販
売
者
の
住
所
お
よ
び
名
称

・
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
名
称
お
よ
び
型

式
な
ど
が
記
載
し
て
あ
る
も
の

３
　
申
請
す
る
人
の
認
印

※

補
助
金
の
交
付
が
決
定
し
た
人
に
は
、
交

付
決
定
通
知
書
お
よ
び
補
助
金
請
求
書
の
様

式
を
お
送
り
し
ま
す
。

※

補
助
金
の
支
払
い
は
、
申
請
者
名
義
の
金

融
機
関
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　
申
込
み
▼
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
（
環
境
セ

ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
環
境
課 

　
問
合
せ
蜊
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
（
環
境
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
728―

１
９
０
２

　
４
月
に
県
が
発
表
し
た
平
成
27
年
度
県
内

の
一
般
廃
棄
物
の
排
出
お
よ
び
処
理
状
況
な

ど
に
よ
る
と
、
桶
川
市
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
が

県
内
の
市
で
上
位
５
番
目
で
し
た
。

　
市
で
は
、
ビ
ン
類
、
缶
類
、
新
聞
紙
、
雑

誌
、
段
ボ
ー
ル
は
も
と
よ
り
、
紙
製
容
器
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
は
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
乗
せ
、
そ
れ
以

外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
固
形
燃
料
化
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
使
用
済
小

型
家
電
の
回
収
を
始
め
、
市
内
８
か
所
に
専

用
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

※

６
月
か
ら
桶
川
公
民
館
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
ま
す
。

　
ま
た
、焼
却
灰
の
う
ち
主
灰
に
つ
い
て
は
、

県
内
の
施
設
で
セ
メ
ン
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
の
原
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
高

め
る
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
み
処
理
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
み
の
分
別

と
と
も
に
、
も
の
を
ご
み
に
し
な
い
排
出
抑

制
の
ご
協
力
を
、引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
環
境
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た
総
ご
み
量
は
約
２
万
２
千
ト
ン
。

そ
の
う
ち
『
燃
や
せ
る
ご
み
』
は
約
１
万
５
千
ト
ン
で
、
お
よ
そ
７
割
を
占
め
ま

す
。

　
『
燃
や
せ
る
ご
み
』…

本
当
に
燃
や
せ
る
ご
み
か
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？
も
し
か
し
た
ら
、
別
の
何
か
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
分
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
環
境
保
護
に
役
立
つ
も
の
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

『
燃
や
せ
る
ご
み
』の
約
58
％
は
紙
や
布
。

紙
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
せ
ま
せ
ん
か
？

ご
家
庭
で
ご
み
の
減
量
を…

家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
等
購
入
費
補
助
金
を

活
用
し
て
、家
庭
で
減
量
化
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

桶
川
市
で
は

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
す
め
て
い
ま
す

詳
し
く
は
蜊
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

今
捨
て
た
『
燃
や
せ
る
ご
み
』
っ
て
、

　  

ほ
ん
と
に
『
燃
や
せ
る
ご
み
』
で
す
か
？

〜 

６
月
は
、
環
境
月
間
で
す 

〜

〜 

６
月
は
、
環
境
月
間
で
す 

〜

ちょっと
待って！

『
燃
や
せ
る
ご
み
』
の
処
理
の
流
れ

ごみ焼却施設で焼却 収集したごみを環境センターのピットへ投入

灰を環境センターから搬出

焼却灰（主灰）は人工砂やコンクリート製品に再成

ばいじん（飛灰）は最終処分場に埋め立て

平成27年度
環境センターに搬入された

総ごみ量
約22,000トン

平成27年度
環境センターに搬入された

総ごみ量
約22,000トン

皆さんの
ひと手間を
お願いします。

主灰

ばいじん
（飛灰）

リサイクル推進課
成川さん

約7割が『燃やせるごみ』
約15,000トン

ざ
つ
が
み

そのうち…
 約58％ が紙や布類です。
リサイクル可能か再チェック！
また、
 約13％ が厨芥類

（生ごみ）です。

ちゅうかい

『
燃
や
せ
る
ご
み
』の
約
13
％
は
生
ご
み
。

食
品
残
渣
を
減
ら
す
工
夫
を
！

さ
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■朝日内科歯科医院
　☎774－9385
■大谷記念病院
　☎728－2411
■桶川Ｋ.Ｎクリニック
　☎787－7715
■桶川中央クリニック
　☎786－6628
■桶川西口クリニック
　☎789－5777
■桶川日出谷診療所
　☎786－7715
■桶川みらいクリニック
　☎789－0030
■加藤医院
　☎773－1787

■川田谷クリニック
　☎787－2531
■蔵田医院
　☎771－1446
■栗原クリニック
　☎786－2168
■小島医院
　☎771－1212
■小林産婦人科クリニック
　☎773－4135
■埼玉県央病院
　☎776－0022
■坂部医院
　☎771－1055

■鈴木内科医院
　☎787－3000
■田中胃腸医院
　☎771－1037
■豊田医院
　☎728－2377
■なかた呼吸器科内科クリニック
　☎729－2811
■プラムの里診療所
　☎787－2882
■ゆげクリニック
　☎777－3000
■渡辺医院
　☎787－2181

生活習慣病を予防するために…

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
今年も40歳以上の人を対象に、特定健康診査などを実施します。
健診は、自分の健康状態を知り、生活習慣を見直す良い機会です。ぜひ、健診を受けましょう。

①②以外の健康保険に
加入している人

※健診期間や受診方法など
　は、加入している健康保
　険（健康保険証発行元）
　に、問い合わせください。

桶川市国民健康保険① または 後期高齢者医療制度②に
加入している人（40歳以上：昭和53年 3 月31日以前生まれ）

6 月19日㈪～ 9 月30日㈯
※保険年金課から、受診券と健診案内を封書で健診開始ま
　でに郵送します。受診券が届きましたら、実施医療機関
　へ申し込みください。

問診・診察・身長・体重・血圧測定・血液検査（血糖・
血中脂質・肝機能・腎機能がわかる項目）・尿検査・心電
図検査　
※国民健康保険加入者は、腹囲測定（全員）、 貧血・眼底
　検査（国の基準に該当する人のみ）
※後期高齢者医療制度加入者は、貧血検査（全員）

国民健康保険加入者 3 月31日時点で
70歳以上1,000円､70歳未満1,500円

後期高齢者医療制度加入者 無料

受診券・保険証

保険年金課

健 診 期 間

健 診 内 容

自己負担額

持 ち 物

問 合 せ

特定健康診査と同時期に、次の検診を実施します。
自己負担額

無 料

700円

500円

無 料

※がん検診にかかる料金のうち、１～２割程度が自己負担です。
　受診医療機関の窓口でお支払いください。
※勤務先などで受診または受診機会のある人、ならびに現在治療中または治療予定の人はご遠慮
　ください。
申込み▶直接、実施医療機関に申し込みください。
問合せ　健康増進課

内　容

問 診
血液検査

問 診
検 便

（便潜血検査）

問 診
血液検査

（PSA 検査）

問 診
胸部レントゲン
検査

対　象　者

平成30年 3 月31日時点で40歳以上の人
（昭和53年 3 月31日以前生まれ）
※過去に肝炎ウイルス検診を受けたことがある
　人は対象外です。

平成30年 3 月31日時点で40歳以上の人
（昭和53年 3 月31日以前生まれ）
※集団大腸がん検診を受ける人は対象外です。

平成30年 3 月31日時点で65歳以上の人
（昭和28年 3 月31日以前生まれ）
※集団肺がん検診を受ける人は対象外です。

平成30年 3 月31日時点 で
50歳～74歳の偶数年齢の男性
50歳：Ｓ42.4.1～Ｓ43.3.31　  52歳：Ｓ40.4.1～Ｓ41.3.31
54歳：Ｓ38.4.1～Ｓ39.3.31　  56歳：Ｓ36.4.1～Ｓ37.3.31
58歳：Ｓ34.4.1～Ｓ35.3.31　  60歳：Ｓ32.4.1～Ｓ33.3.31
62歳：Ｓ30.4.1～Ｓ31.3.31　  64歳：Ｓ28.4.1～Ｓ29.3.31
66歳：Ｓ26.4.1～Ｓ27.3.31　  68歳：Ｓ24.4.1～Ｓ25.3.31
70歳：Ｓ22.4.1～Ｓ23.3.31　  72歳：Ｓ20.4.1～Ｓ21.3.31
74歳：Ｓ18.4.1～Ｓ19.3.31

検　診　名

肝炎ウイルス
検診

個別
大腸がん検診

前立腺がん
検診

胸部
レントゲン検査

食べすぎ
飲みすぎ

運動不足など

内臓脂肪の蓄積
メタボ予備群
メタボ

動脈硬化

脳 梗 塞
脳 出 血
心筋梗塞
腎 不 全

など

※ 9 月は大変混みますので、早めの受診をおすすめします。実施医療機関一覧実施医療機関一覧

桶川市マスコットキャラクター
「オケちゃん」は、県の『け
んこう大使』として任命され
ています。

健診を受けて
健康チェック！
生活習慣を
見直すべに！

高血圧症
糖尿病

脂質異常症
（高脂血症）など
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桶川市青少年文化活動奨励顕彰の推薦募集
詳しくは 生涯学習文化財課

桶川市スポーツ功労顕彰の推薦募集
詳しくは スポーツ振興課

目的▶青少年の文化芸術活動に対する意欲の高揚を図り、もって市民文化の向上および発展に資するため、
日頃の文化芸術の分野における活動において顕著な活動をし、優れた実績を収めたことにより、他の模
範となる人を顕彰し、その功績をたたえることを目的とします。
対象▶
①市内の小学校、中学校もしくは高等学校の児童生徒または当該児童生徒によって構成された団体
②市外の学校教育法（昭和22年法律第26号）第 1条に規定する小学校、中学校、高等学校、中等教育学
校、特別支援学校もしくは高等専門学校に通学する市内に住所を有する児童生徒または当該児童生徒
によって構成された団体
③①または②の条件を満たし、平成28年 4 月 1 日から平成29年 3 月31日までにコンクールなどで優秀な
成績をあげた人
※過去 5年以内に顕彰を受けた人は今年度、顕彰を受けることができません。
　ただし、顕彰された対象より上位の実績がある場合は受けることが可能です。
授賞式日時・場所▶11月 5 日㈰（予定）　※時間・場所は未定です。
推薦方法▶校長、団体の代表者または児童生徒の保護者などは、桶川市青少年文化活動奨励顕彰推薦書に
作品、記録写真、実績記録の写しなどの参考資料を添えて、 6月30日㈮までに生涯学習文化財課へ持参
してください。

目的▶桶川市のスポーツ推進および競技力の向上を図るため、全国大会、関東大会またはその他これらに
準ずる大会（以下「スポーツ大会」という。）に出場し、優秀な成績を収めた人を顕彰し、その功績を
たたえることを目的とします。
対象▶
①個人においては、市内に在住、在学または在勤する人
②団体においては、市内に事務局を置くもの
③平成28年10月 1 日から平成29年 9 月30日までに出場した人
④①または②、および③の条件を満たし、次の表に該当する人

※桶川市スポーツ大会出場奨励金の交付を受けた人は、教育委員会で把握していますので申請の手続き
は必要ありません。
※一度顕彰を受けた人は、受賞から 5年間は顕彰を受けることができません。ただし、顕彰された対象
以上の実績がある場合は受けることが可能です。

授賞式日時・場所▶11月 5 日㈰（予定）　※時間・場所は未定
推薦方法▶桶川市スポーツ功労顕彰推薦書と各大会において授与された賞状ならびに開催要項・プログラ
ムの写しなどの参考資料を添えて、 9月29日㈮までに、スポーツ振興課へ持参してください。

※なお、 9月のスポーツ大会に出場する場合は、事前に連絡してください。

対　　象　　者

＊スポーツ大会とは、各省庁または日本体育協会加盟団体が主催する競技大会であって、県大会などの予選または標準記録を経て出場
　するものをいいます。

区分
小学生
中学生

高校生
大学生
一　般
全　体

県民総合体育大会競技部門の優勝者、関東大会出場者、全国大会出場者
県民総合体育大会競技部門の優勝者、学校体育大会競技部門の優勝者、県選手権大会および新人戦の優勝者、
関東大会・関東選手権の出場者、全国大会出場者
県民総合体育大会競技部門の優勝者、学校体育大会競技部門の優勝者、県選手権大会および新人戦の優勝者、
関東大会・関東選手権の出場者、全国大会出場者
県選手権の優勝者、関東大会・関東選手権の出場者、全国大会出場者
県民総合体育大会競技部門・県選手権の優勝者、関東大会出場者、全国大会出場者
国または地方公共団体が主催・共催・後援、または協賛している全都道府県または全国を対象とした大会の優勝者
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